
短期特別課題 漢字かな交じり書を学ぶ

調
和
体
を
書
く
（
４
）

　
　
　
　
　
　
　締
切
り

　四
月
二
十
四
日
（
必
着
）

◆ 

書
道
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
大
別
し
て
「
漢

字
」「
か
な
」
「
漢
字
か
な
交
じ
り
書
」
の

三
つ
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

現
代
日
本
の
文
章
表
現
は
全
て
漢
字
か
な

交
じ
り
書
で
す
が
、
こ
こ
で
は
芸
術
的
創

作
作
品
を
指
し
、「
調
和
体
」
「
近
代
詩
文
」

と
し
て
書
道
展
の
一
部
門
を
占
め
て
い
ま

す
。

◆ 

読
め
る
書
と
し
て
近
年
人
気
を
高
め
て
い

ま
す
が
、
古
典
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
い

故
に
書
法
は
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
各

団
体
で
新
和
様
・
新
書
芸
な
ど
の
い
ろ
い

ろ
な
呼
称
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆ 

今
回
の
お
手
本
は
、
前
会
長
奥
村
憲
照
先

生
が
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会
に
関
係

し
て
い
た
頃
の
新し

ん
わ
よ
う

和
様
の
お
手
本
で
す
。

本
誌
初
登
場
で
す
。

◆ 

読
め
て
か
つ
、
書
格
の
高
い
作
品
を
目
指

し
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕

　教
師
に
一
番
大
切
な
も
の
は

　生
徒
へ
の
愛
情
で
あ
る

〔
解
説
〕

①
可
読
性
を
大
切
に
。

②
変
体
仮
名
・
連
綿
は
な
る
べ
く
控
え
る
。

③
構
成
を
工
夫
し
て
み
よ
う
。

※ 

「
憲
照
書
」
は
ご
自
分
の
名
を
お
書
き
下

さ
い
。

奥

　村

　憲

　照

　先

　生

　書

▼ 

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼ 

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼ 

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼ 

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　4 月24 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
運
命
が
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
（
一
七
八
八
〜
一
八
六
〇
）

　
　ド
イ
ツ
の
哲
学
者

　運
命
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
勝
負

す
る
の
も
大
切
で
す
。
勿
論
、
運
と
縁
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
力
を
高
め

る
こ
と
が
成
功
へ
の
単
純
な
近
道
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　与
え
ら
れ
た
運
命
を
よ
く
生
か
す
こ
と
は

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
５
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　鎖
の
強
さ
は

　い
ち
ば
ん
弱
い

　環わ

で
決
ま
る

　
　
　

★
人
間
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　ア

ラ
ン
（
一
八
六
八
〜
一
九
五
一
）

　
　フ

ラ
ン
ス
の
人
生
哲
学
者

　人
間
は
ど
ん
な
時
に
幸
福
を
感
じ
る
か
、

何
を
も
っ
て
幸
福
と
い
う
か
は
、
お
そ
ら
く

個
人
に
よ
り
違
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
自
分

は
今
、
充
実
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
実
感

が
先
ず
初
め
に
あ
り
、
何
か
を
新
し
く
創
り

出
し
た
時
に
非
常
な
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

◆
５
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　自
分
自
身
の

　身
体
と
精
神
に
対
し
て

　誰
も
が
支
配
者
だ

　▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　▼
師
範
＝
楷
書

　 ▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

今
月
は
楷
書
。
楷
書
を
学
ぶ
上
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
明
快
な
線
と
一
点
一
画
を
て
い
ね
い
に
運
ペ
ン
す
る
こ
と

で
す
。



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　4月24日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
解
〕
東
山
の
高
台
か
ら
は
る
か
西
南
の
方
角

を
な
が
め
る
と
、
見
渡
す
か
ぎ
り
の
菜
の
花
盛

り
で
あ
る
。
い
つ
も
は
ほ
の
白
く
輝
い
て
見
え
る

淀よ
ど
が
わ川

も
桂

か
つ
ら
が
わ

川
も
、
そ
の
菜
の
花
に
埋
も
れ
て
し

ま
っ
て
見
え
ず
、
ま
る
で
忘
れ
水
の
よ
う
な
風ふ

ぜ

い情

が
あ
る
。

〔
鑑
賞
〕
作
者
の
自
注
に
〈
忘
れ
水
と
は
、
深
草

が
下
に
ゆ
く
流
れ
な
り
。
右
の
二
河
、
常
に
清
白

に
見
ゆ
。
菜
の
花
長
く
覆
ひ
て
は
、
其
の
様
忘
れ

水
た
り
〉
と
あ
り
、
淀
川
や
桂
川
を
忘
れ
水
に
見

立
て
た
の
が
一
句
の
眼
目
で
あ
る
。

〔
古
筆
参
考
〕

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

菜
の
花
や
淀與

と

も
桂

可
川
ら

も毛

忘わ
寸

れ禮

水三
徒

菜
の農

花
や耶

淀よ
登

も
桂

可
都
ら

も裳

忘王
春

れ連

水

　菜
の
花
や
淀よ

ど

も
桂

か
つ
ら

も
忘
れ
水み

づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

池い
け
に
し
ご
ん
す
い

西
言
水
）

（州）

〔
解
説
〕
連
綿
す
る
際
、「
よ
」
か
ら
次
の

字
に
続
け
る
時
は
「
よ
」
の
最
後
を
右
下
へ

落
と
し
て
書
く
の
で
は
な
く
、
右
上
に
一
旦

あ
げ
て
か
ら
次
の
字
へ
続
け
て
書
く
と
よ
い
。

◆
５
月
課
題
予
告

　大お
ほ

原は
ら

や
蝶て

ふ

の
出
て
舞
ふ
朧

お
ぼ
ろ

月づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

内
な
い
と
う
じ
ょ
う
そ
う

藤
丈
草
）

農の耶や川つ

（州）
連れ徒つ



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り

　四
月
二
十
四
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　簗や

な

　瀬せ

　舟
し
ゅ
う

　香こ
う

　書

〔古筆参考〕

一
いち

 条
じょう

 摂
せっ

 政
しょう

 集
しゅう

−  3  −

〔
歌
意
〕
激
し
く
降
っ
た
夕
立
の
空
の
下
、

い
っ
ぱ
い
に
置
い
た
露
の
重
み
で
、
庭
の
撫

子
は
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

〔
出
典
〕
山
家
集
（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

に尓

よ
さ佐

へ
ふ布

け希

に尓

き支

　
　ま

た多

の
と
し
、
こ
の
ゝ
べ
が可

し

　
　に尓

け
れ礼

ば

白
露
は盤

む无

す春

び日

や
す春

る
と
は盤

な那

す春

ゝ
き支

と東

ふ
べ
き支

の能

べ
も
み見

え
ぬ

あ
き支

か可

な那

・ 

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
、

㋩
と
㋭
、
㋩
と
㋬
、
㋩
と
㋠
、
そ
れ
ぞ
れ

呼
応
。

・ 

㋥
と
㋭
の
間
の
余
白
大
切
。

・

●
行
の
密
の
動
き
、

↓
指
向
性
。

・
○ヽ
点
の
位
置
大
切
。

◆
５
月
課
題
予
告

　夕ゆ
ふ
だ
ち立

の
晴
る
れ
ば
月
ぞ
宿
り
け
る

　玉
ゆ
り
据す

う
る
蓮は

す

の
浮う

き

は葉
に

 

露
お
も
み
園所

の

のゝ
な

撫

子

で
し
こ
い
か可

な奈

ら
む牟

あ
ら
く
見
え盈

つ
る
夕
立
の
空

勅



は が き 課 題

◎
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　4月24日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　作
品
の
出
し
方

■
　

 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　

 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　

 （
黒
色
に
限
る
）

■
　両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

町
内
の
交
通
安
全
週
間
に
、
通
学
路
で

子
供
た
ち
の
登
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ
歩
く
チ
ビ
ッ
コ
軍
団
の

ラ
ン
ド
セ
ル
姿
の
何
て
愛
ら
し
い
事
。

「
お
は
よ
う
」の
声
か
け
に
元
気
い
っ
ぱ
い

返
し
て
く
れ
て
、
毎
日
が
爽
快
で
す
。



一
般

部
毛

筆
漢

字
課

題
締

切
り
　

4
月

2
4

日（
必

着
）

〔
読

み
〕

紅 こ
う

雨 う

花 か

上 じ
ょ

うに
滴 そ

そぐ

〔
大

意
〕

や
わ

ら
か

な
雨

が
花

に
そ

そ
い

で
い

る
。

　
※

紅
雨

＝
花

に
降

る
雨

奥
おく

  村
むら

  暢
のぶ

  之
ゆき

  臨

須
す

  田
だ

  一
いち

  葉
よう

  書 新入から１級まで（行書）

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

孔
子

廟
堂

碑
（

６
２

６
～

６
３

３
）　〔

筆
者

〕
虞

世
南

（
５

５
８
～

６
３

８
）

〔
読

み
〕

被 こ
う

むる
（

所
、）

犂
り

興 こ
う睠 け

ん納 の
うし

、
空 く

う

（
山 ざ

ん尽 じ
ん

漠 ば
く、）

−  5  −

　

 

　
被

　　　　
犂

　　　　　
興

　　　　
睠　　　　納

　　　　

 空



一
般

部
毛

筆
か

な
課

題
締

切
り
　

4
月

2
4

日（
必

着
）

〔
出

典
〕

原 は
ら

せ
き

て
い

石
鼎

〔
句

意
〕

  初
夏

の
夕

暮
れ

の
夕

焼
け

雲
は

美
し

い
。

少
年

は
草

笛
を

吹
い

て
い

る
。

麦
むきふえ

笛を吹
ふ

く子
こ

に雲
くも

の美
うつ具

しき
起

浅
あさ

  井
い

  機
き

  山
ざん

  先  生  書

　　

新入から１級まで

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

正 ま
さ岡 お

か

子
し

規
き

〔
歌

意
〕

  仰
向

け
に

寝
な

が
ら

見
る

机
の

上
の

花
瓶

の
藤

の
花

は
ゆ

っ
た

り
と

垂
れ

、

そ
の

房
は

短
い

の
で

、
畳

の
上

に
届

き
そ

う
で

届
か

な
い

。

瓶
可め

にさす
春

藤
婦ち

の花ぶ
不

さ一
悲と

ふさ
佐

は
盤

　　　
かさ

散

ね
年

し書
布三

の
能

上に
尓

垂
多

れた
多

り

■両課題とも文字の変換、ちらし方は自由です。

−  6  −



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り

　四
月
二
十
四
日
（
必
着
）

　
　半

　切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　田た

　蒼そ
う

　仙せ
ん

　書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  7  −

〔 

条
幅
解
説
〕
古
典
を
学
ぶ
…
品
格
を
求
め
て
。
古
典
古

筆
を
そ
っ
く
り
利
用
…
そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は
な

い
。
現
代
に
、
そ
し
て
そ
の
作
品
に
適
合
す
る
た
め
の

活
用
術
は
難
し
い
事
で
す
。
師
、
先
輩
か
ら
し
っ
か
り

学
び
ま
し
ょ
う
。

　
　い・

つ
も
温
か
い
ご
指
導
に
感・

謝
し
て

　
　お

り
ま
す

　過・

日
美
濃
市
の
実
家
に

　
　帰・

省
し
た
折
古
風
な
和・

紙
を
見
つ
け

　
　ま

し
た

　稽・

古
日
に
お
持
ち
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　

 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
山
林
の
家
々
も

樹
木
の
影
響
を
受
け
淡
く

光
り
、
幽
鳥
の
声
も
初
夏

の
訪
れ
を
告
げ
る
。

初
出
品
の
方
へ

　

 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

草
そ

う

ど

う

た

ん

と

し

て

せ

い

ざ

ん

と

た

い

し

堂

淡

與

青

山

対

幽
ゆ

う

ち

ょ

う

い

っ

せ

い

は

る

す

で

に

ふ

か

し

鳥

一

聲

春

己

深



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4 月24日（必着）

よ

　
　う

　
　年

新

　小

　一

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　三み

　宅や
け

　容よ
う

　玉
ぎ
ょ
く

　書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

１

１

１

１

１

１

１

１

か
わ

２

２

２

２



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4 月24日（必着）

新

　小

　三

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

新

　小

　二

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

く
さ

は

た

そ
だ

コ
ウ

ニ
ッ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　4 月24 日（必着）

新

　小

　五

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　小

五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

四
年
以
上

　岡お
か

　嶋じ
ま

　桂け
い

　川せ
ん

　書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新

　小

　四

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  10  −−  11  −

新
四
年
生
は
、
左
記
に
よ
り
、
全
員
こ
の
手
本
ど
お
り
８
マ
ス
用
紙
で
出

書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　記

＊ 

用
具
は
自
由
で
す
が
デ
ス
ク
ペ
ン
、
つ
け
ペ
ン
で
書
く
人
は
、
硬か

た

く
な

ら
ず
、
の
び
や
か
に
書
く
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

＊
六
月
締
切
り
分
ま
で
は
、
こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

＊
ペ
ン
書
き
の
人
は
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

七
月
締
切
り
分
か
ら
は
、
準
初
段
以
上
は
従
来
ど
お
り
15
マ
ス
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ト

シ
ン

カ
ン

カ
ン

お
お（
い
）

ま
ち

チ
ュ
ウ

シ
ョ
ウ

テ
ン

オ
ウ

ガ
イ

シ

エ
イ

シ
ョ



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　4 月24 日（必着）

新

　中

　一

　年

　
　
　（
行
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新

　小

　六

　年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

新

　中  

二  

・ 

三  

年

　
　（
行
書
）

−  10  −−  11  −

キ
ョ

カ

と
（
る
）

エ
ン

ソ
ウ

カ
イ

は
（
る
）

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用



−  13  −

しめきり　4月24日（必着）

−  12  −

▼ 

今
月
は
、
席
書
大
会
開
催
に
合
わ
せ
て
特
別
に
席
書
課
題
を
ひ
ろ
ば
の
課
題
と
し
ま

す
。
本
番
に
向
け
て
サ
イ
ン
ペ
ン
で
練
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

幼

　年

 

新
小
三
年

 

新
小
六
年

 

新
中
一
年

　（
楷
書
）

 

新
小
四
年

 

新
小
一
年

 

新
小
五
年

 

新
小
二
年

 

新
中
二
・
三
年

　（
行
書
）

▼ 

４
行
用
紙
の
な
い
場
合
は
、
い
つ
も
通
り
５
行
用
紙
に
書
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

体
裁
よ
く
収
め
て
く
だ
さ
い
。
用
具
も
自
由
で
す
。

しめきり　4月24日（必着）



教
き ょ う い く ぶ

育 部 毛
も う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　4月24日（必着）

−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼

年
〜
新
小
二
年

　
　玉た

ま

　樹き

　小
し
ょ
う

　華か

　書

−  12  −



教 育 部 毛 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　4月24日（必着）

−  14  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新

小
三
〜
新
小
五
年

　
　水み

ず

　野の

　香こ
う

　竹ち
く

　書

−  15  −



−  14  −

教 育 部 毛 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　4月24日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　新

小
六
〜
新
中
二
・
三
年

　
　奥お

く

　村む
ら

　暢の
ぶ

　之ゆ
き

　書

※
行
書
は
線
の
連
な
り
を
大
切
に！

１

２
３

４

５

２１

３




